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Special Issue：Youth Labor Issues and Young Workers’ 
　Social／Labor Movements in Japan and Korea
　About This Special Issue
　Tokyo Youth Union and their Activities with an Emphasis
　　on Members’ Region-Based Networks
　How Activities of Labor NPO POSSE Have Turned Labor Issues
　　into Social Issues
　The Advent of Generational Unions and New Possibility of Social 
　　Movement Unionism in South Korea
　The Movements of Alba Workers in South Korea：
　　Their Demand and Vision
　Q&A,Discussions

Articles
　Technological Innovations and Composition of Labor Forces
　　in the Japanese Coal Industry during 1920s

Oral History：History of the JSP and Sohyo
　How I Saw Defense Policies of the JSP

Book Reviews
　ITO Setsu, A Biography of Clara Zetkin
　AKAHORI Masashige, Postwar Democracy and Labour Movement
 
　OSAWA Mari, Governance of Livelihood Security
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　特集にあたって 

　首都圏青年ユニオンの地域を重視した活動 

　労働NPOの活動がどのように労働問題を社会問題に 

　　変えたのか 

　世代別労働組合の発生と社会運動的労働組合運動の 

　　新たな可能性 

　韓国のアルバイト労働者の運動：要求とビジョン 

 

　質疑応答 

 

■論文 

　1920年代の炭鉱業における技術革新と労働力構成 

 

 

■証言：戦後社会党・総評史 

　私がみてきた社会党の防衛政策 

　　――前田哲男氏に聞く（下） 

 

■書評と紹介 

　伊藤セツ著『クラーラ・ツェトキーン』 

　赤堀正成著『戦後民主主義と労働運動』 

　大沢真理著『生活保障のガバナンス』 
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　　　 農業従事者の安全と健康 
巻頭言＜俯瞰＞農業従事者の健康とこれからの農村社会 
中澤あけみ　◆安全な農作業のための課題――農作業事 
故の対面者調査を通して　大浦栄次　◆農作業関連疾患 
とその対策――日韓の交流のなかで問われたこと　垰田 
和史　◆安全な農作業と人間工学　菊地　豊　◆農薬中 
毒事故の未然防止と安全対策　田中　茂 
 
◆医療従事者をエボラウイルス感染症から守る・６　エ 
　ボラウイルス感染症に対応するための防護具の着脱訓 
　練を行う際に考慮すべきこと 
　……………………長瀬　仁・黒須一見・和田耕治ほか 
　７　防護服の選定基準と使用上の注意点 
　……………………………………………榮留富美子ほか 
◆にっぽん仕事唄考・17　炭鉱仕事が生んだ唄たち（そ 
　の17）……………………………………………前田和男 
◆水循環と環境・生活・３………………………吉岡耀子 
◆深読みILO安全衛生国際基準・17……………川上　剛 
◆労研アーカイブを読む・10　労働科学への旅・８ 
　……………………………………………………毛利一平 
◆報告第２回労働科学フォーラム………………前田充康 
◆口絵　CSRがつなぐ地域社会と中小企業・14［見る・ 
　活動］・49 …………………………………株式会社ICST

【特集】 
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長松奈美江 

特集　「学界展望：労働経済学研究の現在」 

提言 
 
学界展望 
 
 
 
 
論文（投稿） 
 
 
労働政策の展望 
 
書評 
 
 
 
 
論文Today 
 
フィールド・アイ 

労働経済学研究のこれから 
 
労働経済学研究の現在―2012～14年の業績を通じて 
 
 
 
 
失業と学校教育における人的資本形成―都道府県別パネルデータによる計量分析 
労働組合の設立・解散の効果 
 
仕事と介護の両立に向けて 
 
宮本光晴著『日本の企業統治と雇用制度のゆくえ―ハイブリッド組織の可能性』 
原ひろみ著『職業能力開発の経済分析』 
翁貞瓊・禹宗　著『中国民営企業の雇用関係と企業間関係』 
武田尚子著『20世紀イギリスの都市労働者と生活―ロウントリーの貧困研究と調査の軌跡』 
 
「フランスにおける労働裁判所改革の議論」 
 
労働運動の「再生」（米国から①） 




